
 
 
 

令和３年度『県民歯科保健実態調査』(案)について 
 

保健・疾病対策課 

 

 

１ 調査実施の目的 

第２期信州保健医療総合計画等に掲げられた指標の達成状況を把握するため、調査を実施し、歯科 

疾患の予防や口腔機能の維持向上を図るための施策づくりの基礎資料とする。 

 

 

２ 調査実施の根拠 
  長野県歯科保健推進条例 第 12 条 

知事は、歯及び口腔の健康づくりの総合的な推進を図るための基礎資料とするため、おおむね 

５年ごとに歯科保健に関する実態調査を行うものとする。 
 
 
 
３ 本調査を出典とする指標項目 

 第２期 信州保健医療総合計画（H30～R5） 第８期高齢者プラン（R3～R5） 

指標 

項目 

①40 歳代における進行した歯周炎を有する者の割合 ― 

②60 歳で 24 本以上自分の歯を有する者の割合 ― 

③80 歳で 20 本以上自分の歯を有する者の割合 

④60 歳以上で何でも噛んで食べることができる人の割合 

⑤毎年定期的に歯科健診（検診）を受ける人の割合 ― 

 
 

４ 実施方法の見直し（※網掛：主な変更点）  

項 目 H28 年度（前回） R３年度（予定） 

実施年 ６年毎調査 ５年毎調査（R３以降～） 

対象者 

健康・栄養調査の選定地区住民 歯科調査で選定する地区の住民及び診療所受診者 

国 厚労省選定の 2 地区 国 厚労省選定の４地区程度（見込）  

県 健康増進課選定の 27 地区 県 保健・疾病対策課が選定する地区 

方 法 

及 び 

内 容 

国 地区の会場にて集合形式で実施 

①アンケート調査 

②口腔内診査 

国 

地区の会場にて集合形式で実施 

（※国の健康・栄養調査実施地区） 

①アンケート調査、②口腔内診査 

県 県 
歯科診療所にて分散形式で実施 

③アンケート調査、④口腔内診査 

規 模 
国 調査対象数 2,199 人  

①アンケート調査 1,568 人

②口腔内診査        402 人 

国 調査対象数 2,200 人 

①＋③アンケート調査  2,200 人 

②＋④口腔内診査        2,200 人 県 県 

調 査 

期 間 

国 ２か月（１０月、１１月） 国 ２か月（１０月、１１月予定） 

県 ３か月（ ９月～１１月）  県    ３か月（ ９月～１１月予定） 

委託先 長野県歯科医師会 

結果集計 保健・疾病対策課 民間情報処理業者委託 

 

資料５ 


